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論文の内容の要旨
　細胞性粘菌は細菌を補食して増殖する単細胞生物であるが，飢餓状態になると細胞が集合して多細胞体を形成
し，最終的に柄と胞子の2種類の細胞からなる子実体を形成する。細胞性粘菌の一種〃めo∫肋舳挑co肋舳の子
実体は柄の先端に胞子塊が1つだけある単純な体制であるが，近縁種であるPo抄∫助oη榊舳〃胴舳の子実体は，
規則的な車軸状の分枝構造を持ち，より複雑な形態である。この2種の細胞性粘菌の子実体形成機構を比較する
ことにより，生物がより複雑な形態を獲得する機構に関する知見が得られるものと考えられる。n挑εo肋洲で
は，子実体形成期の多細胞体中で予定胞子領域と予定柄領域が明確に分かれているという特徴を有している。ま
た子実体形成に関わる多くの遺伝子の研究も活発に進められている。一方，P〃胴舳の子実体形成機構に関す
る研究はほとんど行われていない。このような背景のもとで，本研究はP〃肋舳の子実体形成に関わる遺伝子
を同定してその機能を解析し，最終的にはP〃〃舳の子実体がより複雑な構造を獲得した機構を明らかにする
ことを目的としている。
　そのために，挿入突然変異体を作製し原因遺伝子を同定・解析する方法を採用し，2種類の変異体を得て子実
体形成に関わる二つの遺伝子を同定・解析した。一つは，野生株より長い分枝をもつ子実体を形成する変異体で，
伽λ（1ongbranchA）と名付けたこの変異形質の原因遺伝子は，小胞体とゴルジ体間のコートマー被覆小胞を介
したタンパク質の輸送に関わるp24ファミリータンパク質と高い相同性を示した。子実体形成過程において，伽ψ
欠損株が野生株と異なる表現型を示す時期は，伽ψmRNAの発現時期が最大となる時期より遅れていた。このこ
とは，子実体形成に関わるタンパク質が輸送小胞で正常に輸送されないために伽λ欠損株に特有の表現型が引き
起こされることを示唆している。この成果は，細胞内小胞輸送に関わるタンパク質が多細胞体の形態形成に関与
していることを示した最初の例である。
　もう一つは，親株に比べて主軸が太くて不均一であり，分枝の数が少ない子実体を形成する変異体で，この変
異形質を引き起こす原因遺伝子を腕λ（thickaΩdabeKantsta1kA）と名付けた。左α∫λがコードするアミノ酸配列
は，n挑oo肋舳で子実体形成時に柄細胞や胞子への分化などに関与しているcAMP受容体に高い相同性を示し
た。GFPとTasAとの融合タンパク質をfα∫λのプロモーターの制御下で発現させる形質転換体（τα∫止助株）を
作製して，子実体形成時にTasAを合成する細胞の局在を調べたところ，この細胞が局在する領域は将来枝になる
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部分を形成する領域に限られていた。このことは，n挑冶o肋舳の予定胞子領域と予定柄領域と同様に，分枝を
形成する「予定枝領域」と主軸と先端の胞子塊になる「予定軸領域」と呼ぶべき領域が，P〃肋舳には存在す
ることを示唆している。TasAの子実体形成時の機能を調べるために，破壊株と親株を混合して発生させたところ，
両株の細胞の挙動には差がなかった。また，τα∫企助株と破壊株を混合して発生させた実験から，破壊株では予
定枝領域が少なくなっていることが予想された。これらの結果は，TasAの子実体形成時の機能は，個々の細胞の
分化ではなく，予定枝領域の割合を維持する点にあること示唆している。さらにn挑Co肋舳のC㎜受容体に
はTasAと同様に予定胞子領域の割合の維持に機能しているものもあり，両種の形態形成過程で，両種で同じよう
な機構が存在していることを示唆している。
審査の結果の要旨
　細胞性粘菌P〃肋舳の子実体は柄と胞子のわずか2種類の分化した細胞からなるが，規則的な車軸状の分枝
構造をしており，子実体の先端に胞子塊が1つだけある近縁種n挑60肋舳の子実体に比べてより複雑である。本
研究では，これまでほとんど子実体形成機構の研究が行われていないP〃肋舳で，形態形成に関与する2種類
の遺伝子を同定し，子実体形成時におけるその機能について解析をしている。1つは細胞内小胞輸送に関与する
タンパク質をコードしており，このようなタンパク質が形態形成に関与していることを示したということは高く
評価できる。もう一つの遺伝子はn挑co肋舳の細胞分化に深く，関わっているcAMP受容体に高い相同性を示
すもので，その子実体形成時の局在と機能から，P〃肋舳におけるTasAの機能について重要な知見を得ている。
これらの知見は生物の形態の進化における複雑化の過程を研究する上で重要な視点を与えるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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